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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
法
務
の
運
用
事
例

遠

　藤

　是

　真

　

で
は
先
ず
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
法
務
の
運
用
事
例
」
の
発
表
を
さ
せ
て
頂
く
と
言
う
こ
と
で
、
今
日
は
一
人
目
の
発
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ス
ラ
イ
ド
の
次
第
に
則
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

一
・
は
じ
め
に
「
挨
拶
」

二
・
当
山
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
状
況

三
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
と
以
降
の
世
の
流
れ

　
　
　
（
世
の
中
を
取
り
巻
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
情
）

四
・
使
用
機
器
の
導
入
費
用

五
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
事
例

六
・
ま
と
め

七
・
質
疑
応
答

と
い
う
形
と
な
り
ま
す
。
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7 インターネットを使用した法務の運用事例（遠藤）

一
、
自
己
紹
介

　

私
は
静
岡
県
富
士
宮
市
大
泉
寺
住
職
・
遠
藤
是
真
と
申
し
ま
す
。

　

昭
和
五
三
年
生
ま
れ
の
四
二
歳
。
昨
年
住
職
に
な
り
一
年
目
の
新
米
住
職
で
す
。

　

私
は
現
宗
研
に
所
属
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
法
要
のW

eb

配
信
を
お
寺
の
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
所
「
法
務
を
配

信
し
た
実
録
を
話
し
て
欲
し
い
」
と
お
声
が
け
頂
き
ま
し
た
。

　

特
に
Ｐ
Ｃ
や
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
い
わ
け
で
も
無
い
の
で
ど
こ
ま
で
お
役
に
立
て
る
か
解
り
ま
せ
ん
が
、
地
方
の
一
寺
院
の
住
職
が
試
行
錯
誤

し
た
実
録
と
し
て
お
聞
き
頂
け
た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
、
当
山
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
状
況

　

で
は
当
山
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
状
況
の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
公
式
サ
イ
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
二
〇
〇
〇
年
頃
に
開
設
し
た
も
の
で
、
そ
れ
か
ら
寺
の
公
式Facebook

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
か
ら
当
山
に
は
富
士

山
に
題
目
宝
塔
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
御
宝
塔
ペ
ー
ジ
と
万
灯
講
の
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
寺
のT

w
itter

、Instagram

とY
ouT

ube

の
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、Zoom

を
導
入
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
目
的
が
異
な
り
ま
す
。

三
、�「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
と
以
降
の
世
の
流
れ（
世
の
中
を
取
り
巻
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
情
）」

　

当
山
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
公
式
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
の
が
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
頃
、
業
者
に
よ
っ
て
開
設
い
た
し
ま
し
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た
。

　

少
し
年
が
前
後
し
ま
す
が
一
九
九
八
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
が
一
六
％
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
一
六
％
と
い
う
数
字
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
理
論
の
前
期
多
数
採
用
者
（
ア
ー
リ
ー
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
）
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
に
相
当
し
、

こ
れ
を
超
え
る
と
以
後
普
及
の
ス
ピ
ー
ド
は
急
速
に
速
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
頃
、A

m
azon

日
本
法
人
設
立
や
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
定
額
接
続
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
、
ま
た
二
〇
〇
一
年
に
はgoogle

の
日
本
法
人
設
立
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
の
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

　

当
時
は
個
人
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
が
流
行
し
、
個
人
に
よ
る
情
報
発
信
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
〇
〇
四
年
前
後
か
ら
日
本
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
は
じ
め
、
当
時
はm

ixi

が
大
変
に
流
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
者
の
数
は
七
一
，
三
四
四
，
〇
〇
〇
人
（
総
務
省
の
調
べ
）
で
あ
り
、
か
な
り
の
人
が
何
か
し
ら
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
に
な
り
ま
す
とY
ouT

ube

の
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
な
り
ま
す
と
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
誕
生
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
現
在
二
〇
二
〇
年
に
な
り
ま
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
さ
ら
に
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
言
う
も
の
の
重
要
度
が
増
し
て
い
る
と
世

間
で
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
見
と
し
て
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
を
効
果
的
に
使
っ
た
一
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
が
一
つ
の
例
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
、
バ
イ
デ
ン
両
陣
営
と
も
効
果
的
に
使
用
し
ま
し
て
、
政
策
の
公
約
、
政
治
的
発
言
な
ど
の
広
報
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
既
存
の
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9 インターネットを使用した法務の運用事例（遠藤）

メ
デ
ィ
ア
も
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
さ
れ
た
情
報
を
ソ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
論
な
ど
有
権
者
の
声
を
直
接
収
集
す
る
こ
と
に
も
使
っ
て
い
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
少
し
不
穏
な
話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル
メ
ニ
ア
で
起
こ
っ
た
国
家
同
士
の
戦
争
で
も
こ
の
Ｉ
Ｔ

が
非
常
に
効
果
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

両
国
の
国
防
相
が
戦
闘
開
始
以
来
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
使
用
し
た
り
、Tw

itter

やW
eb

サ
イ
ト
に
、
標
的
を
撃
破
す
る
動
画
や
、
相
手

側
の
攻
撃
で
民
間
人
が
死
傷
し
た
と
す
る
動
画
を
多
数
投
稿
。

　

両
国
と
も
か
な
り
誇
張
し
た
と
思
わ
れ
る
戦
果
をT

w
itter

に
ア
ッ
プ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
パ
シ
ニ
ャ
ン
首
相
が
戒
厳
令
と
総
動
員
を

T
w

itter

で
告
知
し
た
り
と
、Tw

itter
が
情
報
戦
の
主
戦
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達
を
す
る
と
い
っ
た
今
ま
で
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
五
月
の
総
務
省
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本
国
内
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
は
八
九
・
八
％
で
あ
り
、
多

く
の
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

九
七
年
に
は
九
・
二
％
だ
っ
た
も
の
が
二
〇
〇
〇
年
頃
を
境
に
急
激
に
増
え
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
使
っ
て
い
る
現
状
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
以
降
、
八
〇
歳
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
も
過
半
数
を
超
え
、
世
代
間
の
隔
た
り
も
ほ
ぼ
無
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
も
同
様
で
、
常
時
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
な
状
態
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

が
ほ
ぼ
行
き
渡
っ
て
い
る
と
言
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
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比
較
と
し
て
自
家
用
車
の
普
及
率
は
七
八
・
五
％
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
光
学
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
七
三
・
三
％
な
の
で
、
電
気
や
ガ
ス

水
道
な
ど
に
並
ぶ
イ
ン
フ
ラ
と
言
え
ま
す
。

　

寺
院
と
い
う
所
は
割
合
的
に
か
な
り
高
齢
者
の
方
に
触
れ
る
機
会
が
多
い
中
で
、
そ
う
い
っ
た
ご
高
齢
の
方
々
が
ネ
ッ
ト
を
何
に
使
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
平
成
三
〇
年
の
総
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
八
〇
％
の
人
が
電
子
メ
ー
ル
、
六
〇
％
前
後
の
人
が
地
図
や
交
通
情
報
、

天
気
予
報
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
日
常
生
活
の
中
に
お
い
て
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

結
果
、
我
々
の
よ
う
な
伝
統
宗
教
団
体
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
も
の
を
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
ネ
ッ
ト
配
信
を
導
入
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
や
は
り
コ
ロ
ナ
禍
が
一
番
の
理
由
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
以
前
よ
り
お

檀
家
さ
ん
の
家
族
が
県
外
や
海
外
に
い
る
方
な
ど
も
増
え
、
法
事
や
お
葬
式
に
来
れ
な
い
と
い
う
方
が
徐
々
に
増
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
後
期
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
長
距
離
の
移
動
が
辛
い
と
い
う
方
も
増
え
、
そ
の
よ
う
に
お
寺
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
け

れ
ど
も
一
緒
に
ご
回
向
で
き
れ
ば
、
と
い
う
の
が
一
つ
の
理
由
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
使
用
機
器
の
導
入
費
用

　

今
回
配
信
に
使
っ
た
機
材

　

私
が
使
用
し
た
も
の
は
、

02-01　遠藤.indd   10 2021/03/07   11:04



11 インターネットを使用した法務の運用事例（遠藤）

　
　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

　
　

配
信
用
ア
プ
リ

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

基
本
的
に
な
る
べ
く
手
持
ち
の
機
材
の
み
で
運
用
（
低
コ
ス
ト
化
）

　

配
信
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
例

　

・Zoom

　

月
額
二
〇
〇
〇
円
（
当
時
）　

　

・YouT
ube Live　

無
料

　

・ ND
I

カ
メ
ラ
ア
プ
リ　

二
四
〇
〇
円　

iPhone

をW
eb

カ
メ
ラ
・
マ
イ
ク
化
（
高
解
像
・
ズ
ー
ム
可
能
）
高
性
能
マ
イ
ク
内
蔵　

マ
ル
チ
カ
メ
ラ
機
能

　

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
タ
ン
ド　

一
一
〇
円

　

・
卓
上
三
脚　

二
〇
〇
〇
円
程
度

　

ネ
ッ
ト
回
線
に
つ
い
て
は
、
状
況
次
第
で
す
が
無
線
な
り
有
線
な
り
で
会
場
ま
で
来
て
い
れ
ば
そ
れ
以
上
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
が
、

当
山
の
場
合
は
ど
ち
ら
も
距
離
が
あ
る
た
め
モ
バ
イ
ル
回
線
を
使
用
。

　

多
種
あ
る
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
分
け

　

ま
ず
「
会
議
用
ア
プ
リZoom

」
の
特
徴
で
す
が
、

　

・
双
方
向
性
が
あ
り
、
動
画
で
参
加
者
の
様
子
が
わ
か
る

　

・
閉
鎖
性
が
あ
り
個
人
情
報
の
保
護
が
し
や
す
い
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・
受
け
手
側
に
も
最
低
限
の
知
識
や
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
が
必
要

　

法
事
、
施
餓
鬼
、
個
別
相
談
、
個
別
祈
願
な
ど
に
向
い
て
い
る
。

　

当
山
で
は
施
餓
鬼
会
で
使
用
。

　

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
「YouT

ube &
 Y

ouT
ube Live

」

　

・
一
方
的
に
配
信

　

・
公
開
性
強
い

　

・
限
定
公
開
可
能

　

・
リ
ン
ク
の
ク
リ
ッ
ク
かU

RL
の
入
力
の
み
で
閲
覧
可
能
な
の
で
参
加
者
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
い

　

お
会
式
・
除
夜
の
鐘
な
ど
の
公
共
性
の
あ
る
年
中
行
事
に
向
く
。

　

Live

配
信
以
外
で
は
閲
覧
者
を
絞
れ
る
の
で
個
人
情
報
の
含
ま
れ
た
も
の
も
可
。

　

当
山
で
は
盂
蘭
盆
供
養
会
、
お
会
式
で
使
用
。

　

そ
の
他
必
要
だ
っ
た
も
の

　

・
配
信
中
Ｐ
Ｃ
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
一
名
配
置
し
た
方
が
よ
い

　

・Zoom

の
場
合
、
入
室
許
可
が
必
要
（
オ
ー
プ
ン
設
定
だ
と
誰
が
参
加
し
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
為
）

　

・
機
材
や
Ｐ
Ｃ
・
回
線
や
サ
ー
バ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
予
期
せ
ぬ
不
具
合
が
起
き
る
可
能
性
が
少
な
く
な
い

　

・
法
要
中
、
導
師
や
式
衆
は
何
も
出
来
な
い

　

・
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
の
切
り
替
え
な
ど
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13 インターネットを使用した法務の運用事例（遠藤）

五
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
事
例

事
例
①　

施
餓
鬼
会

※
当
山
の
施
餓
鬼
会
は
通
常
よ
り
新
盆
・
県
外
の
檀
家
の
み
の
参
加
と
な
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
避
け
、
各
家
庭
で
二
名
ま
で
に
制
限
し
ま
し
た
。

　

県
外
の
檀
家
に
は
当
日
の
参
加
を
控
え
る
よ
う
協
力
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
故
人
の
命
日
と
名
前
、
法
号
の
読
み
上
げ
を
行
う
た
め
に
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、Zoom

に
て
配
信
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
参
加
者
に
郵
送
で
オ
ン
ラ
イ
ン
法
要
の
案
内
、
そ
れ
か
らZoom

の
使
用
法
の
手
引
き
書
等
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

　

結
果
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
当
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
は
七
名
で
し
た
。

　

例
年
本
堂
内
は
一
〇
〇
名
ほ
ど
の
参
加
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
一
座
二
〇
名
に
限
定
し
た
う
え
、
法
要
を
二
座
執
り
行
い
ま
し
た
。

事
例
②　

盂
蘭
盆
供
養
会

　

例
年
八
月
に
各
家
庭
の
棚
経
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
手
伝
い
を
含
め
僧
侶
七
名
で
行
い
ま
す
。
今
年
は
僧
侶
と
檀
家
双
方
の
安

全
を
考
え
、
棚
経
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

代
わ
り
に
住
職
で
あ
る
私
が
一
人
で
本
堂
に
て
盂
蘭
盆
供
養
会
を
行
い
、
全
檀
家
の
読
み
上
げ
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
は
各
家
庭
の
代
表
者
一
名
の
名
前
の
み
の
読
み
上
げ
な
の
で
、
問
題
の
無
い
レ
ベ
ル
と
判
断
しY

ouT
ube Live

に
て
配
信

し
ま
し
た
。

　

準
備
と
し
て
は
全
檀
家
に
趣
旨
と
ア
ク
セ
ス
方
法
を
書
い
た
寺
報
を
送
付
、
公
式
サ
イ
ト
、
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
日
程
とU

RL

、
趣
旨

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

02-01　遠藤.indd   13 2021/03/07   11:04



「教化学研究12」2021. 3 14

　

法
要
後
三
日
間
は
動
画
を
公
開
、
動
画
は
少
な
い
で
す
が
五
四
回
の
再
生
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
、
本
堂
前
に
設
置
し
た
焼
香
台
へ
の
参
拝
者
も
数
十
名
お
り
ま
し
た
。

事
例
③　

法
事

　

資
料
を
檀
家
へ
と
送
り
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
に
し
ま
し
た
。
基
本
的
に
施
主
含
む
一
名
以
上
が
本
堂
に
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
事
情
に
よ
る
無
参
拝
者
法
要
も
応
相
談
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。Zoom

とY
ouT

ube

ど
ち
ら
を
使
用
す
る
の
か
は
施
主
の
希
望

に
よ
る
選
択
制
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
現
在
、
檀
家
へ
の
告
知
後
約
三
ヶ
月
経
つ
が
申
込
み
例
は
〇
件
。

　

法
事
自
体
の
件
数
は
、
緊
急
事
態
宣
言
終
了
後
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
ほ
ぼ
同
等
に
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
一
件
あ
た
り
の
参
詣
者
数
は
減
少
傾
向
。
身
内
で
も
高
齢
者
や
県
外
か
ら
の
参
加
は
檀
家
自
身
が
自
主
規
制
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
よ
り
も
檀
信
徒
自
身
も
実
際
に
寺
に
来
て
、
本
堂
参
詣
・
墓
参
り
な
ど
先
祖
供
養
す
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

・
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
リ
ス
ク
が
回
避
で
き
る

・
物
理
的
な
距
離
の
制
約
が
な
く
な
る

・
導
入
コ
ス
ト
は
限
定
的 
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・
ラ
イ
ブ
配
信
後
ア
ー
カ
イ
ブ
で
時
間
的
制
約
も
排
除 

（
檀
信
徒
の
好
き
な
時
間
に
視
聴
可
能
）

・
檀
信
徒
の
負
担
減
（
移
動
コ
ス
ト
、
労
力
）

・
檀
信
徒
の
若
い
世
代
に
は
好
印
象
だ
っ
た

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を
檀
信
徒
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

・
檀
信
徒
が
世
代
交
代
し
た
際
に
、
参
加
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る

デ
メ
リ
ッ
ト

・
実
際
の
本
堂
に
参
拝
で
き
な
い 
（
実
体
験
の
欠
如
）

・
多
少
コ
ス
ト
増 

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
人
員
が
必
要
に
な
る

・
法
事
の
際
に
墓
地
へ
の
代
参
な
ど
寺
の
負
担
増

・
告
知
の
手
間
が
ふ
え
る 

・
寺
、
檀
信
徒
双
方
に
最
低
限
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
る

六
、
ま
と
め

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
法
務
に
活
用
し
て
み
て
感
じ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
法
務
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
利
用
者
数
は
ま
だ
か
な
り
限
定

的
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
今
後
利
用
者
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
ク
レ
ー
ム
は
一
件
も
お
寺
に
は
届
い
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

現
時
点
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は
実
際
の
参
拝
に
代
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
足
り
な
い
部
分
を
補
う
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
に
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は
コ
ロ
ナ
禍
を
避
け
ら
れ
る
と
喜
ぶ
人
も
何
人
か
お
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

様
々
な
事
情
を
抱
え
た
檀
信
徒
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
用
意
し
て
み
て
は
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
今
後
は
用
途
が
限
定
さ
れ
る
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
な
ど
も
寺
院
運
営
に
活
か
せ
る
可
能
性
も
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

以
上
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
法
務
の
運
用
事
例
」
と
な
り
ま
す
。

　

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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